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中央分離帯の緑 路傍の緑
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休憩施設の緑 インターチェンジの緑
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側道にはみ出した樹木 クズに覆われたのり面



緑の機能を認めて植栽したはずなのに緑の機能を認めて植栽したはずなのに、

しっかり管理されてるのだろうか？しっかり管理されてるのだろうか？

結果 期待した緑の機能や効果が十分結果、期待した緑の機能や効果が十分

に発揮されていないのではないか？に発揮されていないのではないか？

ズも多様化し 今後いかに効率的ニーズも多様化し、今後いかに効率的

な維持 管理 運営を進めていくか？な維持、管理、運営を進めていくか？

目標とする姿を定める
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目標とする姿を定める
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４．課題の解決とあり方を実現する基本的な考え方課題の解決とあり方を実現する基本的な考え方

５．屋外空間整備への提案

６．まとめ

5



１ 検討の概要１．検討の概要
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■検討の目的

高速道路の緑地の維持 管理 運営に関する様々な検討の中で SAを事例高速道路の緑地の維持、管理、運営に関する様々な検討の中で、SAを事例
検討対象として取り上げ、これからの休憩施設における屋外空間の整備や、
改築において参考とすべく緑地の目標像をとりまとめる。

■検討の手順

高速道路の休憩施設を 高速道路の休憩施設の高速道路の休憩施設を

取り巻く状況
高速道路の休憩施設の

あり方

休憩施設造園の

現状の課題

課題の解決とあり方を

実現する考え方
対象SAの立地環境特性

実現する考え方
対象SAの立地環境特性

対象SA屋外空間整備
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対象SA屋外空間整備

への提案



■ 検討体制

委員長 藤井英二郎 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授

■ 検討体制

委員長 藤井英 郎 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授

委 員 飯島健太郎 桐蔭横浜大学 医用工学部 准教授

委 員 今 西 純 一 京都大学大学院 地球環境学堂 助教

委 員 細 野 哲 央 千葉大学 園芸学部 特任助教

委 員 狩 谷 達 之 一般社団法人 ランドスケープコンサルタンツ協会 事務局長

委 員 加 藤 修 株式会社 ヘッズ 取締役 東京支店長

委 員 豊 田 正 夫
中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京 株式会社
土木技術部 造園担当部長土木技術部 造園担当部長

(委員長以下10名)
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２ 高速道路の休憩施設のあり方２．高速道路の休憩施設のあり方
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（１）高速道路の休憩施設と取り巻く状況

・休憩施設は高速道路会社にとって限られた収益源

・商業施設に大きく依存した集客性、収益性

・屋外空間は収益を生まない負担としての位置づけ

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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（２）高速道路の休憩施設のあり方

・道路交通の安全性を確保する“休憩するための施設”

・収益事業を展開する場としての魅力、集客性の向上

・道路交通の安全性の確保と魅力、集客性向上の両立

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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３ 現状の課題３．現状の課題
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休憩施設造園の現状の課題

・休憩施設の個性を現す場所性の表出

・施設間の一体性、建物内外空間の連携

・高速運転の疲れを癒す緑豊かで快適な休憩空間

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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14休憩施設建物前に整備された築山



15屋外空間と商業施設内部との連携



16緑陰効果が損なわれている屋外空間



４．課題の解決とあり方を実現する

基本的な考え方基本的な考え方
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課題の解決とあり方を実現する基本的な考え方

・立地環境特性を最大限に活かした場所性の獲得

・屋内外の両方を一体的に利用できる空間の創出

・疲労回復のために効果的な良質な休憩空間の提供

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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（１）造園的視点

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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（２）収益事業との連携の視点

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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(｢沿道の休憩施設や駐停車空間の魅力向上に関する研究｣

独立行政法人土木研究所 寒地土木研究所資料より)



（２）収益事業との連携の視点

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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（３）リスクマネジメントの視点 (桐蔭横浜大学 医用工学部 飯島教授資料より)

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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（３）リスクマネジメントの視点

高所作業車による剪定作業 枝の剪定による用地境界沿いの管理
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５ 屋外空間整備への提案５．屋外空間整備への提案
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（１）対象SAの立地環境特性

周囲を取り囲む
尾根地形
⇒尾根地形との
一体化

ＳＡ敷地範囲

東方向に下りながら
開ける地形
⇒眺望点の確保

南方向に下りなが
ら開ける地形
⇒眺望点の確保
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【現況解析図】
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【現況写真】



（２） 屋外空間整備への提案

“ 緑 包まれ く ぎ ”“里山の緑に包まれた、くつろぎのSA”

１）里山景観と一体感の感じられる屋外空間
２）丘陵の眺望を印象深くみせる施設配置）丘陵の眺望を印象深くみせる施設配置
３）集客力のある、くつろぎの休憩園地

共通する重要事項共通する重要事項；
「必要十分な植栽基盤整備」と「適切な維持管理」

27



整備方針；１）里山景観と一体感の感じられる屋外空間_①
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整備方針；１）里山景観と一体感の感じられる屋外空間_②
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整備方針；１）里山景観と一体感の感じられる屋外空間_③
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周囲の緑と駐車場内の緑が一体化した緑豊かな空間

ユニバーシティーヴィレッジ（シアトル）



整備方針；２）丘陵の眺望を印象深くみせる施設配置_①
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整備方針；２）丘陵の眺望を印象深くみせる施設配置_②
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整備方針；３）集客力のある、くつろぎの休憩園地

33商業施設と一体的に利用される花と緑に溢れた屋外空間
ユニバーシティーヴィレッジ（シアトル）



整備方針；３）集客力のある、くつろぎの休憩園地

34
屋内の店舗と屋外の園地をつなぐ自由度の高い快適な半屋外空間
ラリック美術館カフェ（箱根）



整備方針；３）集客力のある、くつろぎの休憩園地

○屋内空間
良好な眺望によって

○半屋外空間
軒下利用によって

屋外の緑と一体と
なる空間

屋内外の利点を
享受できる空間

○屋外空間○屋外空間
緑陰で快適に自由
に過ごせる空間
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屋内空間、半屋外空間、屋外空間の連携イメージ



整備方針；３）集客力のある、くつろぎの休憩園地
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樹幹越しの景観(植栽による景観演出)



６．まとめ
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まとめ（休憩施設の屋外空間整備)

立地する場所の環境特性を最大限に活かした空間整備

建物と一体的に利用できる屋外空間

立地する場所の環境特性を最大限に活かした空間整備

建物と 体的に利用できる屋外空間

疲労回復のための良質な休憩空間

植栽基盤整備と適切な維持管理による緑の健全な成育

疲労回復のための良質な休憩空間

植栽基盤整備と適切な維持管理による緑の健全な成育
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


